
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いよいよ50 号を向かえました。女夫石発掘調査速報もこれでおしまいにします。調査は寒い

中まだ行っていますが・・・。 

ｼｽﾞﾘとﾏｷの名前の由来はわかりましたか？察しのいい皆さんは気づいていますよね。ｼｽ゙ ﾘは穂

坂の倭文神社（しずりじんじゃ）、ﾏｷは穂坂牧（ほさかまき）から名付けました。穂坂地域にとってはと

ても大切な名前なのです。 

それでは皆さんご愛読？ありがとうございました。速報に誤字・脱字が多々あったことをお詫

びします。 

１月２８日（日）には東京エレクトロン

韮崎文化ホールで『新府城と武田の里』

のシンポジウムがあるよ！みんな聞きに

来てね！次のページに案内チラシが付い

てるよ！ 

担当者のお気に入りの女夫石遺跡と遺跡から見た風

景なんだってさ！風景もいいけど、遺跡の名前もい

い名前だよね。 

配石遺構から鳳凰三山と甲斐駒ケ岳を望む 

女夫石縄文人もこの風景を見たんだろうね！神秘的な風景だよね。 

巨石に祭られた石棒 

母なる大地から現れた巨石の周りでお祭りが繰り返されたのが分か

るね。土偶・石棒・ミニチュア土器を使ってどんなお祭りをしてい

たのかな？ 

巨石周辺の祭祀空間から住まいの空間を望む 

住まいと祭祀の空間がはっきりと分かれていたことが分かるね！ 

ｼｽﾞﾘ：もうすぐ今年も終わっちゃうね、発掘調査もいよいよ大詰めだってさ！

それにしても女夫石遺跡では色々な発見があったね！ 

ﾏ ｷ：そうだね、巨石の周りから石棒・土偶・ミニチュア土器なんかがたくさ

んでて、女夫石縄文人にとってあの巨大な岩がシンボルだったんだよ

ね！これまでの調査では縄文時代中期のまん中頃から女夫石縄文人が

住み始めたと考えられていたんだけど、もう少しさかのぼりそうだよ。 

ｼｽﾞﾘ：量は少ないけど中期の最初の頃の土器の破片が確認されたんだってさ！ 

ﾏ ｷ：じゃあ、中期の約千年間にわたって、女夫石縄文人は巨石周辺でお祭り

みたいなことをしていたんだね。 

ｼｽﾞﾘ：そうだね、これから発見された遺物や遺構を細かく分析することで、屋

外調査では分からなかったことも、分かってくるかもしれないね！ 

ﾏ ｷ：それにしても、発掘調査を手伝っていた皆さんは、猛暑と寒波の中で大

変だったよね！ 

ｼｽﾞﾘ：手伝ってくれていた皆さんの力がなければ、今回の調査は成功しなかっ

たもんね！本当に皆さんお疲れ様でした！！（おわり） 
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